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■ 入 試 情 報 

願 書 提 出  入 試 日  内 申 点 計 算 方 法  合 格 発 表  

■傾向 

教育のプロ 
トライさん 

■ 科目 別対 策 

  英 語   数 学   国 語   理 科   社 会 

神奈川  

（４５＋４５×２＝１３５満点） 

２/１６（火）  
１/２８（木）  
～２/１（月） ２/１６（火）    

 ～１８（木）  

■学力検査： 

■面接・特色検査： ２/２９（月） 
２年生の後期（３学期）＋３年生の後期×２ 

平成２５年度の大幅な変更により、受験者全員が、「内申点＋学力検査＋面接」を受ける。難関校は特色検査も加えられる場合が
ある。また、内申：学力検査：面接の割合が学校によって異なる。制度の変更とともに、学力検査の内容も変更になり、各科目で記
述や論理的思考を問う問題などが多く出題される。丸暗記だけでは対応できないので、普段から物事を深く考察すること。面接では、
１入学希望の理由、２中学校での教科等に対する学習意欲、３中学３年間での教科等以外の活動に対する意欲を軸に評価される。
また、これに加えて学校ごとの評価項目を設けている場合がある。 

大問９問で構成。リスニング、
文法適語選択、長文読解、対
話文で構成され、英作文が複
数出る。問題量が多いので、
スピーディーに解く必要があ
る。特に長文読解に関しては、
速読訓練が必要。近年資料の
読み取り問題が多く出題され
るので、過去問で対策をする
こと。また、頻出の論説文を
中心に多くの文章を読むよう
にすること。文法は、特に３
年生の理解度が重要となる。 

大問７問で構成。この２年間
の難易度は高い状態が続いて
いる。図形の証明問題は頻出
単元で、配点は１０点と高い。
難易度も少し高いので、繰り
返し練習すること。関数も難
易度の高い問題が頻出する。
記述問題は全文記述の形式な
ので、正確な知識が必要。 
問１、２で４４点分あるので、
ここで点数を落とさないよう
に基本的な計算・定理・公式
を繰り返して練習しておこう。 

大問５問で構成。記述問題の
多さが最大の特徴。昨年は、
記述問題の文字数が倍近く増
え、更には記述の能力が問わ
れた。資料の読解問題では、
複数の資料を使った記述問題、
資料を読み解く力、情報を整
理する力が求められる。過去
問を繰り返し解き、正しい解
答方法を身につけよう。漢字
や慣用句、ことわざ等は教科
書レベルで復習。また古文は、
中世～近世の文章に多くふれ
て慣れておくこと。 

大問８問で構成。難易度が高
く平均点が３７.４点と他教科
との差が目立った。各分野全
ての問題がバランスよく出題
されるが、実験や観察が重視
されており、実験結果から考
察を書く問題やグラフを書く
問題は頻出。用語や結果を覚
えているだけでは対応できな
い問題が多い。実験や観察が
関わる単元を重点的に対策し
ておこう。また、過程や根拠
をしっかり理解しながら学習
を進めること。 

大問６問で構成。分野別配点
は地理３４点、歴史３２点、
公民３４点とまんべんなく出
題され、選択問題が大半を占
める。公民は記述問題が頻出。
資料を読み取った上で、文字
数の条件に沿って記述する。
年代や用語の暗記だけでなく、
日頃から資料を読み解く練習
をしておこう。時事問題の対
策として、ニュースや新聞を
読み関心を持っておくこと。
また、それらを記述する練習
もしておくこと。 


